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はじめに

• 発達相談は、心身に障がいの疑いのある
児や発育・発達に遅れが見られる児が、
適切な保育や療育を受け、安心して生活
ができることをねらいとしている。

• 県の事業として平成８年度より１１年間取
り組み、平成１８年度で終了した。

• 平成１９年度からは、各市町村主体の取り
組みとなる。



研究目的
保健所の発達相談の果たした役割を整理
し、今後の市町村の発達相談のあり方や
課題を明確にする。



調査対象者調査対象者

• 平成１５年度から平成１７年度までの
発達相談の初回相談者１７５名。

中央保健所 ６４名

都城保健所 ５６名

延岡保健所 ５５名

• 発達相談記録から分析を実施。



結果結果
表１表１ 年度別状況年度別状況 （人）（人）

１７５

３６

６２

７７

計

555664計

11178H17

201329H16

242627H15

延岡都城中央



表２表２ 年齢別状況年齢別状況 （人）（人）

３８３６０２～0：11

１７５

２５

４２

７０

計

５５４０６４計

５４１６4：7～就学前

６１６２０3：0～4：6

８３６２６1：0～2：11

延岡都城中央



表３表３ 相談ルート別状況相談ルート別状況 （人）（人）

１７５５５５６６４計

３００３その他・不明

３１７５１９保護者相談

４０１３１４１３関係機関紹介

２１０１家庭訪問

２７０１３１４3歳児健診

３５０２３１２１．６歳児健診

２００２乳児健診

３５２４１０未熟児養育医療

計延岡都城中央相談ルート



表４表４ 相談結果状況相談結果状況 （延人数）（延人数）

２７１７３９７１０１計

４１０３その他

５０４１養育環境に問題あり

７６３０２２２４要観察

４８１６１５１７母親支援必要

１８２１０６身体発育上の問題

５２３０運動面に問題あり

３８１２４１３発達障害の疑い

２７９１２６発達の遅れあり

２１３７１１言語面に問題あり

２９９０２０発達には問題なし

計延岡都城中央結果



表５表５ 支援方針内容状況支援方針内容状況 （延人数）（延人数）

２２９６２８０８７計

２８２２０６その他の機関紹介

１９０７１２宮崎市総合発達支援センター

５０３２児童相談所紹介

５３２０子ども療育センター紹介

２０１９１０家庭訪問・電話にてフォロー

５５１３１２３遊びの教室継続

７６２９１５３２発達相談継続

２１８１１２終了

計延岡都城中央方針



発達相談の果たす役割発達相談の果たす役割

◆二次スクリーニング

◆診断機関や療育機関へ紹介

◆経過観察や育児支援の場



今後、発達相談を取り組むに
あたって

市町村として
・スクリーニング機能の充実
・経過観察や育児支援

県・保健所として

・地域の診断機関や療育機関の偏りの是正

・専門医等の巡回



幅広い年齢への
支援体制づくり

• 「関係機関からの紹介」「保護者からの相
談」は３歳児健診後に多い。

５歳児健診

• 保育所、幼稚園等の関係機関の連携の
強化

• 関係者向けの発達障害についての研修
等



◆保健師、心理相談員等の支援
◆母親同士の交流

母親支援のあり方について関係者
への研修も大切

・母親の不安軽減、気持ちの変化
・児の行動の変化



関係機関とのネットワークの強化
保健所管内ごとに療育支援ネットワークを
つくる

療育機関
保健所 市町村

教育委員会 保育所

社会福祉協議会 区長会

小中学校 児童相談所

子どもの発達を
支援



総合的・一体的支援体制

・教育委員会の「みやざき特別支援教
育プラン」

・障害福祉課の「障害児ライフステージ
支援モデル事業」

教育・福祉・医療・保健の連携強化



おわりに

今後、市町村の発達相談がより効果
的に実施していけるよう支援していき
たい。


